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第３編  鉄道交通の安全  

第１部  総論  

第 1 章  鉄道事故のない社会を目指して  

人 や 物 を 大 量 に 、高 速 に 、か つ 、定 時 に 輸 送 で き る 鉄 道（ 軌 道 を 含 む 。以

下 に 同 じ 。） は 、 県 民 生 活 に 欠 く こ と の で き な い 交 通 手 段 で す が 、 列 車 が 高

速・高 密 度 で 運 行 さ れ て い る 現 在 の 鉄 道 に お い て は 、ひ と た び 列 車 の 衝 突 や

脱 線 等 が 発 生 す れ ば 、 多 数 の 死 傷 者 を 生 じ さ せ る お そ れ が あ り ま す 。  

人 身 障 害 事 故 と 踏 切 障 害 事 故 を 合 わ せ る と 運 転 事 故 全 体 の 大 半 を 占 め て

い る こ と か ら 、利 用 者 等 が 関 係 す る こ の よ う な 事 故 を 防 止 す る 必 要 性 が 高 ま

っ て い ま す 。  

こ の た め 、県 民 が 安 心 し て 利 用 で き る 、一 層 安 全 な 鉄 道 輸 送 を 目 指 し 、重

大 な 列 車 事 故 へ の 対 策 等 、各 種 の 安 全 対 策 を 総 合 的 に 推 進 し て い く 必 要 が あ

り ま す 。  

 

１  鉄 道 事 故 の 状 況 等  

鉄 道 の 運 転 事 故 は 、全 国 的 に み る と 長 期 的 に は 減 少 傾 向 に あ り 、令 和 ６

年 度 は 59 6 件 で し た 。  

な お 、平 成 1 7 年 に は 乗 客 10 6 人 が 死 亡 し た Ｊ Ｒ 西 日 本 福 知 山 線 列 車 脱

線 事 故 及 び 乗 客 ５ 人 が 死 亡 し た Ｊ Ｒ 東 日 本 羽 越 線 列 車 脱 線 事 故 が 発 生 し

ま し た が 、 平 成 18  年 か ら 令 和 ６ 年 度 ま で は 乗 客 の 死 亡 事 故 は 発 生 し て い

ま せ ん 。  

一 方 、長 野 県 に お い て は 、令 和 ３ 年 度 の 運 転 事 故 件 数 が ６ 件（ 死 者 １ 名 、

負 傷 者 ３ 名 ）、令 和 ４ 年 度 が ８ 件 (死 者 ５ 名 、負 傷 者 ２ 名 )、令 和 ５ 年 度 が ６

件 (死 者 ０ 名 、負 傷 者 １ 名 )、令 和 ６ 年 度 が ８ 件 (死 者 １ 名 、負 傷 者 ３ 名 )で

し た 。  
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２  近 年 の 運 転 事 故 の 特 徴  

  長 野 県 の 運 転 事 故 件 数 は 、令 和 ３ 年 度 は ６ 件 、令 和 ４ 年 度 は ８ 件 、令 和

５ 年 度 は ６ 件 、令 和 ６ 年 度 は ８ 件 と 推 移 し て お り 、こ れ ら 運 転 事 故 の 死 者

数 は 、 人 身 障 害 事 故 と 踏 切 障 害 事 故 が ほ ぼ 全 て を 占 め て い ま す 。  

   

 

第２章  交通安全計画における目標  

 ①  乗 客 の 死 者 数 ゼ ロ を 目 指 す  

 ②  運 転 事 故 全 体 の 死 者 数 減 少 を 目 指 す  

  

列 車 の 衝 突 や 脱 線 等 に よ り 乗 客 に 死 者 が 発 生 す る よ う な 重 大 な 列 車 事 故

を 未 然 に 防 止 す る こ と が 必 要 で す 。 ま た 、 近 年 の 運 転 事 故 等 の 全 国 的 な 特

徴 等 を 踏 ま え 、 ホ ー ム で の 接 触 事 故 等 を 含 む 運 転 事 故 全 体 の 死 者 数 を 減 少

さ せ る こ と が 重 要 と な っ て い ま す 。  

近 年 は 人 口 減 少 等 に よ る 輸 送 量 の 伸 び 悩 み 等 か ら 、厳 し い 経 営 を 強 い ら れ

て い る 事 業 者 が 多 い 状 況 で す が 、引 き 続 き 安 全 対 策 を 推 進 し て い く 必 要 が あ

り ま す 。  

こ う し た 現 状 を 踏 ま え 、県 民 の 理 解 と 協 力 の 下 、第 ２ 部 第 ２ 章 に 掲 げ る 諸

施 策 を 総 合 的 か つ 強 力 に 推 進 す る こ と に よ り 、乗 客 の 死 者 数 を ゼ ロ に す る こ

と 、 及 び 運 転 事 故 全 体 の 死 者 数 減 少 を 目 指 し ま す 。  

 

第２部  鉄道交通の安全についての対策  

第１章  今後の鉄道交通安全対策を考える視点  

列 車 の 衝 突 や 脱 線 等 が ひ と た び 発 生 す れ ば 多 数 の 死 傷 者 を 生 じ る お そ れ

が あ る こ と か ら 、一 層 安 全 な 鉄 道 輸 送 を 目 指 し 、重 大 な 列 車 事 故 の 未 然 防 止

を 図 る た め 、 総 合 的 な 視 点 か ら 施 策 を 推 進 し ま す 。  

ま た 、人 身 障 害 事 故 と 踏 切 障 害 事 故 を 合 わ せ る と 運 転 事 故 全 体 の 約 ９ 割 を

占 め て お り 、近 年 、そ の 死 者 数 は ほ ぼ 横 ば い で あ る こ と か ら 、利 用 者 等 の 関

係 す る 事 故 を 防 止 す る た め 、 効 果 的 な 対 策 を 講 じ ま す 。  

 

第２章  講じようとする施策  

１  鉄 道 交 通 環 境 の 整 備  

鉄 道 交 通 の 安 全 を 確 保 す る た め に は 、鉄 道 施 設 、運 転 保 安 設 備 等 に つ い

て 常 に 高 い 信 頼 性 を 保 持 し 、シ ス テ ム 全 体 と し て の 安 全 性 を 確 保 す る 必 要

が あ り ま す 。 こ の た め 、 運 転 保 安 設 備 の 整 備 等 の 安 全 対 策 を 推 進 し ま す 。 

 

(1)  鉄 道 施 設 等 の 安 全 性 の 向 上  

○  鉄 道 施 設 の 維 持 管 理 及 び 補 修 を 適 切 に 実 施 す る と と も に 、老 朽 化 が

進 ん で い る 橋 梁 等 の 施 設 に つ い て 、長 寿 命 化 に 資 す る 補 強・改 良 を 進

め ま す 。  
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○  人 口 減 少 等 に よ る 輸 送 量 の 伸 び 悩 み 等 か ら 厳 し い 経 営 を 強 い ら れ

て い る 地 域 鉄 道 に つ い て は 、補 助 制 度 等 を 活 用 し つ つ 、施 設 、車 両 等

の 適 切 な 維 持 ・ 補 修 等 の 促 進 を 図 り ま す 。  

○  多 発 す る 自 然 災 害 へ 対 応 す る た め に 、防 災・減 災 対 策 の 強 化 が 喫 緊

の 課 題 と な っ て い る た め 、切 土 や 盛 土 等 の 土 砂 災 害 へ の 対 策 の 強 化 等

を 推 進 し ま す 。  

○  駅 施 設 等 に つ い て 、高 齢 者 、障 が い 者 等 の 安 全 利 用 に も 十 分 配 慮 し 、

ホ ー ム ド ア 又 は 内 方 線 付 き 点 状 ブ ロ ッ ク 等 の 整 備 な ど に よ る ホ ー ム

か ら の 転 落 防 止 対 策 を 引 き 続 き 推 進 し ま す 。  

 

(2)  運 転 保 安 設 備 等 の 整 備  

曲 線 部 等 へ の 速 度 制 限 機 能 付 き A TS 等 、 運 転 士 異 常 時 列 車 停 止 装 置 、

運 転 状 況 記 録 装 置 等 に つ い て 、法 令 に よ り 整 備 の 期 限 が 定 め ら れ た も の

の 整 備 に つ い て は 完 了 し ま し た が 、こ れ ら の 装 置 の 整 備 に つ い て は 引 き

続 き 推 進 を 図 り ま す 。  

 

２  鉄 道 交 通 の 安 全 に 関 す る 知 識 の 普 及  

運 転 事 故 の 大 半 を 占 め る 人 身 障 害 事 故 と 踏 切 障 害 事 故 の 多 く は 、利 用 者

や 踏 切 通 行 者 、鉄 道 沿 線 住 民 等 が 関 係 す る も の で あ る こ と か ら 、こ れ ら の

事 故 の 防 止 に は 、鉄 道 事 業 者 に よ る 安 全 対 策 に 加 え て 、利 用 者 等 の 理 解 と

協 力 が 必 要 で す 。  

こ の た め 、学 校 、沿 線 住 民 、道 路 運 送 事 業 者 等 を 幅 広 く 対 象 と し て 、関

係 機 関 等 の 協 力 の 下 、全 国 交 通 安 全 運 動 や 踏 切 事 故 防 止 キ ャ ン ペ ー ン の 実

施 、鉄 道 事 業 者・携 帯 電 話 事 業 者 が 一 体 と な っ て 、鉄 道 利 用 者 に ホ ー ム の

「 歩 き ス マ ホ 」に よ る 危 険 性 の 周 知 や 酔 客 に 対 す る 事 故 防 止 の た め の 注 意

喚 起 を 行 う プ ラ ッ ト ホ ー ム 事 故 ０（ ゼ ロ ）運 動 等 に お い て 広 報 活 動 を 積 極

的 に 行 い 、 鉄 道 の 安 全 に 関 す る 正 し い 知 識 の 浸 透 を 図 り ま す 。  

ま た 、こ れ ら の 機 会 を 捉 え 、駅 ホ ー ム 及 び 踏 切 道 に お け る 非 常 押 ボ タ ン

等 の 安 全 設 備 に つ い て 分 か り や す い 表 示 の 整 備 や 非 常 押 ボ タ ン の 操 作 等

の 緊 急 措 置 の 周 知 徹 底 を 図 り ま す 。  

 

３  鉄 道 の 安 全 な 運 行 の 確 保  

重 大 な 列 車 事 故 を 未 然 に 防 止 す る た め 、鉄 道 事 業 者 へ の 保 安 監 査 等 を 実

施 し 、適 切 な 指 導 を 行 う と と も に 、万 一 大 規 模 な 事 故 等 が 発 生 し た 場 合 に

は 、 迅 速 か つ 的 確 に 対 応 し ま す 。  

さ ら に 、運 転 士 の 資 質 の 保 持 、事 故 情 報 及 び 安 全 上 の ト ラ ブ ル 情 報 の 共

有 ・ 活 用 、 気 象 情 報 等 の 充 実 を 図 り ま す 。  
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(1)  保 安 監 査 の 実 施  

鉄 道 事 業 者 に 対 し 、計 画 的 に 保 安 監 査 を 実 施 す る ほ か 、重 大 な 事 故 、

同 種 ト ラ ブ ル の 発 生 時 等 、特 に 必 要 と 認 め る 場 合 に も 臨 時 に 保 安 監 査

を 実 施 し ま す 。実 施 に あ た っ て は 、メ リ ハ リ の 効 い た よ り 効 果 的 な 保

安 監 査 を 実 施 す る こ と に よ り ，鉄 道 輸 送 の 安 全 を 確 保 し ま す 。監 査 に

お い て は 、施 設 及 び 車 両 の 保 守 管 理 状 況 、運 転 取 扱 い の 状 況 、乗 務 員

等 に 対 す る 教 育 訓 練 の 状 況 等 を 確 認 し 、 適 切 な 指 導 を 行 う と と も に 、

過 去 の 指 導 の フ ォ ロ ー ア ッ プ を 実 施 し ま す 。    

 

(2)  運 転 士 の 資 質 の 保 持  

○  運 転 士 の 資 質 の 確 保 を 図 る た め 、動 力 車 操 縦 者 運 転 免 許 試 験 を 適 正

に 実 施 し ま す 。  

○  運 転 士 の 資 質 が 保 持 さ れ る よ う 、運 転 管 理 者 及 び 乗 務 員 指 導 管 理 者

が 教 育 等 に つ い て 適 切 に 措 置 を 講 ず る よ う 指 導 し ま す 。  

 

(3)  安 全 上 の ト ラ ブ ル 情 報 の 共 有 ・ 活 用  

○  北 陸 信 越 運 輸 局 管 内 の 鉄 道 事 業 者 内 安 全 担 当 者 等 に よ る 鉄 道 保 安

連 絡 会 議 を 開 催 し 、事 故 等 及 び そ の 再 発 防 止 対 策 に 関 す る 情 報 共 有 等

を 行 う と と も に 、安 全 上 の ト ラ ブ ル 情 報 を 関 係 者 間 に お い て 共 有 で き

る よ う 、 情 報 を 収 集 し 、 速 や か に 鉄 道 事 業 者 へ 周 知 し ま す 。  

○  運 転 状 況 記 録 装 置 等 の 活 用 や 現 場 係 員 に よ る 安 全 上 の ト ラ ブ ル 情

報 の 積 極 的 な 報 告 を 推 進 す る よ う 指 導 し ま す 。  

 

(4)  気 象 情 報 等 の 充 実  

○  鉄 道 交 通 に 影 響 を 及 ぼ す 台 風 、 大 雨 、 大 雪 、 竜 巻 等 の 激 し い 突 風 、

地 震 、火 山 噴 火 等 の 自 然 現 象 を 的 確 に 把 握 し 、関 係 機 関 、乗 務 員 等 が

必 要 な 措 置 を 迅 速 に 取 り 得 る よ う 、 特 別 警 報 ・ 警 報 ・ 予 報 等 を 適 時 ・

適 切 に 発 表 し て 事 故 の 防 止・軽 減 に 努 め る と と も に 、こ れ ら の 情 報 の

迅 速 な 伝 達 及 び 質 的 向 上 に 努 め ま す 。  

○  鉄 道 事 業 者 は 、こ れ ら の 気 象 情 報 等 を 早 期 に 収 集・把 握 し 、運 行 管

理 へ 反 映 さ せ る こ と で 、安 全 を 確 保 し つ つ 、鉄 道 施 設 の 被 害 軽 減 と 安

定 輸 送 に 努 め ま す 。  

○  気 象 、地 震 、火 山 現 象 等 に 関 す る 情 報 の 内 容 の 充 実 と 効 果 的 利 活 用

の 促 進 を 図 る た め 、観 測 施 設 を 適 切 に 整 備・配 置 し 、維 持 す る と と も に 、

防 災 関 係 機 関 等 へ の 情 報 提 供 、情 報 の 共 有 化 や ICT を 活 用 し た 観 測・監

視 体 制 の 強 化 を 図 る も の と し ま す 。 さ ら に 、 関 係 機 関 と も 連 携 し つ つ 広

報 や 講 習 会 等 を 通 じ て 気 象 知 識 の 普 及 や 情 報 の 利 活 用 促 進 に 努 め ま す 。 
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(5)  大 規 模 な 事 故 等 が 発 生 し た 場 合 の 適 切 な 対 応  

○  国 及 び 鉄 道 事 業 者 に お け る 、 夜 間 ・ 休 日 の 緊 急 連 絡 体 制 等 を 点 検 ・

確 認 し 、大 規 模 な 事 故 又 は 災 害 が 発 生 し た 場 合 に 、迅 速 か つ 的 確 な 情

報 の 収 集 ・ 連 絡 を 行 い ま す 。  

○  ま た 、 鉄 道 交 通 に お け る 輸 送 障 害 等 の 社 会 的 影 響 を 軽 減 す る た め 、

鉄 道 事 業 者 に 対 し 、列 車 の 運 行 状 況 を 的 確 に 把 握 し て 、鉄 道 利 用 者 へ

適 切 な 情 報 提 供 を 行 う と と も に 、迅 速 な 復 旧 に 必 要 な 体 制 を 整 備 す る

よ う 指 導 し ま す 。  

 

(6)  運 輸 安 全 マ ネ ジ メ ン ト 評 価 の 実 施   

事 業 者 が 社 内 一 丸 と な っ た 安 全 管 理 体 制 を 構 築・改 善 し 、国 が そ の

実 施 状 況 を 確 認 す る 運 輸 安 全 マ ネ ジ メ ン ト 評 価 に つ い て は 、運 輸 防 災

マ ネ ジ メ ン ト 指 針 を 活 用 し 、自 然 災 害 へ の 対 応 を 運 輸 安 全 マ ネ ジ メ ン

ト 評 価 に お い て 重 点 的 に 確 認 す る な ど 、事 業 者 の 取 組 の 深 化 を 促 進 し

ま す 。  

 

(7)  計 画 運 休 へ の 取 組  

鉄 道 事 業 者 に 対 し 、大 型 の 台 風 が 接 近・ 上 陸 す る 場 合 な ど 、気 象 状

況 に よ り 列 車 の 運 転 に 支 障 が 生 ず る お そ れ が 予 測 さ れ る と き は 、一 層

気 象 状 況 に 注 意 す る と と も に 、安 全 確 保 の 観 点 か ら 、路 線 の 特 性 に 応

じ て 、 前 広 に 情 報 提 供 し た 上 で 計 画 的 に 列 車 の 運 転 を 休 止 す る な ど 、

安 全 の 確 保 に 努 め る よ う 指 導 し ま す 。  

ま た 、情 報 提 供 を 行 う に 当 た っ て は 、訪 日 外 国 人 に も 対 応 す る た め 、

事 故 等 発 生 時 に お け る 多 言 語 案 内 体 制 の 強 化 も 指 導 し ま す 。  

 

４  鉄 道 車 両 の 安 全 性 の 確 保  

発 生 し た 事 故 や 科 学 技 術 の 進 歩 を 踏 ま え つ つ 、適 時 、適 切 に 鉄 道 車 両 の

構 造 ・ 装 置 に 関 し て 保 安 上 の 確 認 を 行 っ て い き ま す 。  

 

５  救 助 ・ 救 急 活 動 の 充 実  

鉄 道 の 重 大 事 故 等 の 発 生 に 対 し て 、避 難 誘 導 、救 助・救 急 活 動 を 迅 速 か  

つ 的 確 に 行 う た め 、主 要 駅 に お け る 防 災 訓 練 の 充 実 や 鉄 道 事 業 者 と 消 防 機

関 、 医 療 機 関 そ の 他 の 関 係 機 関 と の 連 携 ・ 協 力 体 制 の 強 化 を 図 り ま す 。  

 

６  被 害 者 支 援 の 推 進  

○  公 共 交 通 事 故 に よ る 被 害 者 等 へ の 支 援 の 確 保 を 図 る た め 、国 土 交 通 省

に 設 置 し た 公 共 交 通 事 故 被 害 者 支 援 室 で は 、 同 支 援 室 に お い て 、  

・  公 共 交 通 事 故 が 発 生 し た 場 合 の 情 報 提 供 の た め の 窓 口 機 能  

・ 被 害 者 等 が 事 故 発 生 後 か ら 再 び 平 穏 な 生 活 を 営 む こ と が で き る

ま で の 中 長 期 に わ た る コ ー デ ィ ネ ー シ ョ ン 機 能（ 被 害 者 等 か ら の
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心 身 の ケ ア 等 に 関 す る 相 談 へ の 対 応 や 専 門 家 の 紹 介 等 ）  

等 を 担 う こ と と し て い ま す 。  

○  引 き 続 き 、関 係 者 か ら の 助 言 を い た だ き な が ら 、外 部 の 関 係 機 関 と の

ネ ッ ト ワ ー ク の 構 築 、公 共 交 通 事 故 被 害 者 等 支 援 フ ォ ー ラ ム の 開 催 、公

共 交 通 事 業 者 に よ る 被 害 者 等 支 援 計 画 作 成 の 促 進 等 、公 共 交 通 事 故 の 被

害 者 等 へ の 支 援 の 取 組 を 着 実 に 進 め て い き ま す 。  


